
 

 

放放牧牧ををししたた耕耕作作放放棄棄地地  

  
 
 
 

１．取り組みの概要 

浜田市旭町今市地区にある小谷城集落は、１６戸

の小規模な集落です。２．７ｈａの耕地は、細長く

急峻な階段状の田から形成され、５０ａの田が耕作

放棄されていましたが、この度、集落に住む畜産農

家の稲田太助さん（６９歳）が、始めて放牧に取り

組み、耕作放棄地を解消されました。 
浜田市旭町では放牧はあまり行われていない中で、

高齢の稲田さんがどのように放牧に取り組んだか、

稲田さんと、ＪＡいわみ中央、県西部農林振興セン

ターの農業改良普及員にお話をお聞きしました。 

  

２．放牧の取り組み  

 
放牧の取り組み 

 

―今回、放牧されたきっかけは何でしょうか。 
稲田さん 親父の代から牛を飼っていましたが、今回が初めての放牧で

した。放牧をすると省力になるし、頭数も増やせるので良いと聞いてお

り、関心がありました。 

 ただ、放牧をした他の農家の方からは、牛が逃げたという話も聞いて

いたので、実際に取り組むときは不安もありました。 

 
 

―放牧地はどのような土地ですか、また、馴致（牛を放牧に馴らす訓練）はどのようにされましたか。 
稲田さん 耕作されていた方が亡くなったため５、６年間耕作

放棄され、木も生えてきた土地です。電気牧柵を設置するとき

にはイノシシが隠れていましたので、放っておくと獣害の大き

な原因になっていたかもしれませんね。 

 放牧した牛は、放牧の経験がなかった牛です。最初に、電気

牧柵に馴れさせるため、鼻の頭を２、３回、電気牧柵に触れさ

せたところ飛び上がって逃げました。その後は自然に、電気牧

柵には触れなくなりました。 

最初は昼間だけ放牧して、夜は牛舎に入れるようにしました。 

ＪＡ 放牧地に牛を入れると、しばらくは落ち着きがない

様子でしたが、馴れてくると上手に草を食べていましたよ。 

稲田さん そうですね。思っていたより上手に食べていた

ので驚きました。食べるかどうか心配していたので、安心しました。 

                 浜田市旭町 稲田太助さん 



 

 

牛牛をを放放牧牧にに馴馴ららすす  

―毎日の管理はどのようなことをされましたか。 
稲田さん 電気牧柵の電圧は毎日確認していました。フスマも

与えて、牛の様子は注意して観察しました。 

普及員 放牧を経験したことがない牛なので、毎日一度は、牛

の状態を見るようにお願いしました。 
 
 
 

放牧に取り組んで 

 
―放牧中に、不安や困ったことはありましたか。 
稲田さん 脱柵しないかどうかが、特に心配でした。電気牧柵に接触した時に、驚いて後ろに逃げれば良

いのですが、牛によっては驚いて前に逃げると聞いたことがあります。逃げ出すとつかまえるのが大変で

す。馴致をしっかりしていたので、脱柵は、ありませんでした。 

ＪＡ 今回、スタンチョンを設置しませんでしたので、牛を捕まえやすいようにいろいろと考え、放牧地

を２つの小牧区に分けて放牧することにしました。捕まえられなかったとしても、授精師である息子さん

もおられるので多少は安心していましたが・・・。 

稲田さん 来年からは、放牧地を全て使って放牧したいと考えています。 

 
―放牧をされた率直な御感想をお聞かせください。 
稲田さん 放牧は初めてだったので不安だらけでした。しかし、今回、放牧に取り組んでみて、うまくい

けば、牛舎から毎日フンなどを出す手間や草を刈って牛舎に持っていく手間も省けて、楽になるという気

がします。 

また、耕作放棄地が更に荒れていくのを防ぐこともできました。耕作されていたご主人が亡くなられて、

残った奥さんでは管理できず、荒れているのを気にされていましたが、放牧できれいになったと喜んでい

ます。イノシシも、放牧をしてから出なくなりましたね。 

 

 

  
今回の放牧の取り組みでは、約２５a を放牧をするために、約３０万円の資材を購

入しました（１２０，０００円／１０ａ）。 
主な資材は次のとおりです。 
・ 電牧器            １台  ３８，９１０円 
・ バッテリー          １個  ３３，６３０円 
・ ソーラーパネル        １台  ４５，５３０円 
・ アース棒           ３本   ５，７４０円 
・ ワイヤー       １，２００ｍ  ２８，３５０円 
・ 支柱            ７５本  ５１，０００円 
・ 給水施設           １式  ３５，４８０円 
・ 看板             １枚  １５，０００円 
・ 脱柵時損害保険料       １式   ２，６６０円 

※この他に、草刈りや資材設置の費用の他、スタンチョンやダニ駆除薬が必要な場合もあります。 

 
 



 

 

放放牧牧のの様様子子  

 
放牧の取り組みへの支援 

 

―放牧を実施するために、農業改良普及員はどのような支援をしましたか。また、どのような問題があり

ましたか。 
普及員 稲田さんにとって放牧は初めてでしたので、地域住民

との調整、電気牧柵の張り方、馴致の仕方、放牧牛の管理等に

ついて、関係機関と連携しながら支援しました。 

 放牧する牛は、放牧を経験したことがない牛だったため、放

牧中の事故や脱柵等がないように、特に注意しました。 

 今回、電気牧柵の購入や設置について県の支援があったので

放牧に取り組むきっかけになったと思います。今後、高齢化、

労働力不足で、耕作ができない農地は増えていくと思いますが、

集落がある限りは荒れないよう守っていく必要があります。そ

のための方法として、放牧は非常に有効であると思います。 

 

―他町での計画は実施に至らなかったようですが。 
普及員 不在地主の耕作放棄地に放牧する計画でしたが、土地の利用調整に時間がかかり、今回は実施で

きませんでした。耕作放棄地の放牧については、地権者等との調整や地域住民への説明は、不可欠ですの

で、地元の関係機関との連携は、絶対に必要です。 

 耕作放棄地が少しでもなくなるよう、今後も支援をしていきたいと考えています。 

 
 
 
 

  
耕作放棄地であっても農用地を借りて放牧で利用する場合は、農地法または農業

経営基盤強化促進法による手続きが必要です。 
土地の所有者と放牧を行う方が合意しただけでは、農用地を借りることはできま

せんので注意してください。 
 
詳しい手続きは、各市町村農業委員会に相談してください。 

 
 


